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	参加目的：水/金属界面におけるファン・デル・ワールス力の重要性について検証した表題の論文の成果について発表を行い、海外の研究者との議論と情報交換を行う。

	会議の状況：主に密度汎関数理論に基づいた電子状態計算手法の開発とその応用に関する大規模な会議であった。参加者は1000人を越え、大変盛況であった。内容は密度汎関数摂動理論の基礎と発展、局所密度近似を越える計算手法、計算アーキテクチャ、そして分子・固体から生体系への応用まで、非常に幅広いものであった。

	成果概要：本研究に参加しても最も有意義であった点は、世界的にファン・デル・ワールス（vdW）力に関する研究、特に本研究で用いたvdW密度汎関数（vdW-DF）とexact exchange+RPAは局所密度近似を越える手法として非常に注目を集めていることが分かったことである。本研究は先駆的な仕事であることが分かったが、今後ますますvdW-DFの開発と応用が競争の激しいものになることを強く認識した。今後もvdW-DFの改善と応用計算を精力的に行う必要性を強く感じた。またvdW-DFに関する講演が幾つもあり、そこで情報交換を行えたことも非常に有意義であった。特にvdW-DFの液体水への応用と、氷におけるvdW力の重要性に関する研究、そして分子吸着系の磁性とvdW力に関する発表があり、それらの発表を聞けたことは、私自身の研究と非常に密接に関係しており非常に有用であった。


